
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
熱交換器と、前記熱交換器に流入する空気の塵埃を捕集する

と、前記エアーフィルターを支持固定するフィルターワクと、前記 の
上流側表面に沿って左右に移動可能な吸引ノズルと、前記吸引ノズルに連結

吸引装置とを備えた

ことを特徴とする空気調和機。
【請求項２】
吸引ノズルのガイドレールに沿って摺動する部位に滑車を設けたことを特徴とする請求項

記載の空気調和機。
【請求項３】
シャフトを中空構造としたことを特徴とする請求項 または 記載の空気調和機。
【請求項４】
シャフトの中心部を金属材料で、おねじ部分を樹脂材料でそれぞれ形成したことを特徴と
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され前記吸引
ノズルで吸引された塵埃を吸引排出する 空気調和機であって、前記吸
引ノズルは、前記吸引ノズルの移動方向と直交する方向に長手方向を有すると共に前記エ
アーフィルターと対向する略Ｌ字形状を有し、前記フィルターワクの上端に設けた第一の
ガイドレールと前記フィルターワクの下端に設け前記空気調和機の長手方向に沿って配し
たシャフトとで支持され、前記フィルターワクの下端における前記シャフト近傍には水平
方向に形成し互いに離間した二つの面を有する第二のガイドレールを備え、前記吸引ノズ
ルの前記シャフトが貫通している部分の近傍にリブを設け、前記リブは前記二つの面と当
接するように噛合する

１

１ ２



する請求項 記載の空気調和機。
【請求項５】
吸引装置の排気側と室外とを連通させたことを特徴とする請求項１～ のいずれか１項記
載の空気調和機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、 の清掃を自動的に行うようにした空気調和機に関するもの
である。
【背景技術】
【０００２】
　従来の空気調和機では、熱交換器の前面に、空気調和機の本体内部へ埃が侵入すること
を防ぐための が設けられており、この は付着した塵埃
を手で清掃できるように着脱自在に取り付けられていた。
【０００３】
　こうした は頻繁なメンテナンスが必要となるだけでなく、メンテナン
スが行われるまでの間に が徐々に目詰まりしていき、その結果、熱交換
器を通過する風量が低下し、空調能力が低下して消費電力の増大につながることとなる。
【０００４】
　このため、フィルターのメンテナンスの手間を低減する目的で、駆動軸に張架したベル
ト状の と、前記 の表面に接する回転ブラシを設け、前
記駆動軸を回転させて を移動させながら、その表面に堆積した塵埃を回
転ブラシを回転させて掻きとるようにした空気調和機もある（例えば、特許文献１参照）
。
【特許文献１】特開平６－７４５２１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記従来技術ではブラシと がお互いにこすられるため
ブラシに塵埃が絡みついたり、ブラシが摩耗もしくは変形して に付着し
た塵埃除去機能が著しく低下するなどの問題があった。
【０００６】
　本発明は、前記従来の課題を解決するもので、 を空気調和機本体から
外すことなく、 に付着した塵埃を自動吸引するメンテナンスの容易な空
気調和機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記従来の課題を解決するために、本発明の空気調和機は、熱交換器と、前記熱交換器
に流入する空気の塵埃を捕集する と、前記エアーフィルタ
ーを支持固定するフィルターワクと、前記 の上流側表面に沿って左右に
移動可能な吸引ノズルと、前記吸引ノズルに連結

吸引装置とを備えた

も
ので、前記エアーフィルターを空気調和機に取り付けたままで、前記吸引ノズルを前記

の上流側表面に沿って左右に移動させながら吸引装置を運転するだけで、
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ルの移動方向と直交する方向に長手方向を有すると共に前記エアーフィルターと対向する
略Ｌ字形状を有し、前記フィルターワクの上端に設けた第一のガイドレールと前記フィル
ターワクの下端に設け前記空気調和機の長手方向に沿って配したシャフトとで支持され、
前記フィルターワクの下端における前記シャフト近傍には水平方向に形成し互いに離間し
た二つの面を有する第二のガイドレールを備え、前記吸引ノズルの前記シャフトが貫通し
ている部分の近傍にリブを設け、前記リブは前記二つの面と当接するように噛合させた
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の全面に渡って付着した塵埃を簡単に除去することができるととも 、
吸引装置が内蔵されているので、塵埃吸引用に外部の電気掃除機を使う必要も無い。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明の空気調和機は、 を取り外すことなく、それに付着した塵埃の
吸引清掃を、自動的に且つ良好に行うことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　第１の発明は、熱交換器と、前記熱交換器に流入する空気の塵埃を捕集する

と、前記エアーフィルターを支持固定するフィルターワクと、前記
の上流側表面に沿って左右に移動可能な吸引ノズルと、前記吸引ノズルに

連結 吸引装置とを備えた

もので、前記エアーフィルターを空気調和機に
本体に取り付けたままで、前記吸引ノズルを前記 の上流側表面に沿って
左右に移動させながら吸引装置を運転するだけで、 の全面に渡って付着
した塵埃を簡単に除去することができるととも 、吸引装置が内蔵されているので、吸引
用に外部の電気掃除機を使う必要も無い。
【００１０】
　第 の発明は、特に、第 の発明の吸引ノズルのガイドレールに沿って摺動する部位に
滑車を設けたもので、それにより摩擦が軽減され吸引ノズルを円滑に移動させる事ができ
る。
【００１１】
　第 の発明は、特に、第 または第２の発明のシャフトを中空構造にしたもので、シャ
フトが軽くなり、シャフトの自重による撓みを軽減することができるため、このシャフト
に支持されている吸引ノズルを安定した動作で移動させる事ができる。
【００１２】
　第 の発明は、特に、第 の発明のシャフトの中心部を金属材料で、おねじ部分を樹脂
材料でそれぞれ形成したもので、シャフトが軽くなり、シャフトの自重による撓みが軽減
され、吸引ノズルを円滑に移動できると共に、おねじ部も樹脂成形で得られるので、製造
コストも低減できる。
【００１３】
　第 の発明は、特に、第１～ のいずれか１つの発明の吸引装置の排気側と室外とを連
通させたもので、吸引ノズルによる の清掃の都度、吸引された塵埃が室
外に排出されるので、塵埃の処理の手間が省け、極めて使用勝手の良い空気調和機を提供
する事ができる。
【００１４】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照しながら説明する。なお、この実施の
形態によって本発明が限定されるものではない。
【００１５】
　（実施の形態１）
　図１は、本発明の実施の形態１における空気調和機の の取り付け部の
構成を示す斜視図、図２は、同空気調和機の吸引ノズルの断面図（図１のＡ－Ａ断面）で
ある。
【００１６】
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　図１、図２において、２は、熱交換器（図示せず）の上流側に配され熱交換器に流入す
る空気の塵埃を除去する で、フィルターワク１に支持固定され、その

２の上流側の表面に沿って左右に駆動可能な吸引ノズル３が設けられる。
【００１７】
　吸引ノズル３は、フィルターワク１の下端に設置したシャフト４と、上端に設置したガ
イドレール５により、 ２の表面と極めて狭い隙間を保って支持されて摺
動可能としている。また、吸引ノズル３にはワイヤー１０が連結されており、このワイヤ
ー１０はフィルターワク１の左右端に設けたローラー９で支持されて、どちらか一方のロ
ーラー９には駆動モータ１１が連結されている。吸引ノズル３の裏面には、図３に示すよ
うに ２の表面に対向して開口するスリット状の吸引孔１２が設けられて
いる。
【００１８】
　６は、吸引ダクトで一端が吸引ノズル３に、他端は吸引装置７に連結される。吸引ダク
ト６は吸引ノズル３の移動に差し支えないように折り曲げ可能な可撓性の富んだ蛇腹ホー
スなどで形成されている。吸引装置７には電動送風機（図示せず）が内蔵され、前記電動
送風機の排気は後部に接続された排気ダクト８を通して室外に排気される。
【００１９】
　このように構成された空気調和機の動作、作用について説明する。なお、本空気調和機
の冷・暖房運転は、従来のものと同一なので、その説明は省略する。
【００２０】
　空気調和機本体の運転停止後に、吸引装置７の運転を開始すると、吸引ダクト６が連結
された吸引ノズル３の裏面に設けた吸引孔１２から空気が吸い込まれる。そして、

２の右端に位置していた吸引ノズル３は、駆動モータ１１を運転することによ
り、それに連結されたワイヤー１０によって、 ２に沿って左端まで移動
する。この時、 ２の表面に付着した塵埃は吸引ノズル３に設けた吸引孔
１２から吸込まれ、塵埃は吸引ダクト６、吸引装置７、排気ダクト８を経由して室外へ排
出されるため、 全面に付着した塵埃を吸引清掃することができものであ
る。また、駆動モータ１１を逆回転させると吸引ノズル３は右方向へ移動して元の位置（

２の右端）へ戻すことができる。
【００２１】
　そして、前述のような吸引清掃を良好に行うためには、 ２と吸引ノズ
ル３の隙間を一定に保つことが重要となるが、この実施の形態では、吸引ノズル３はフィ
ルターワク１の下端に設けたシャフト４とフィルターワク１の上端に設けたガイドレール
５でしっかりと支持され摺動可能としたため、 ２との隙間を一定に保ち
ながら安定した動作を得ることができ、良好な吸引清掃を行うことが可能となる。
【００２２】
　尚、このフィルター２の自動吸引清掃動作は、空気調和機の運転中に行なってもかまわ
ない。
【００２３】
　（実施の形態２）
　図４は、本発明の実施の形態２における空気調和機の の取り付け部の
断面図である。なお上記実施の形態と同一部分については同一符号を付してその説明を省
略する。
【００２４】
　吸引ノズル３の上端部にピン１３を固着し、そのピン１３に滑車１４を回転自在に設け
、さらにこの滑車１４の外周に凹形状の溝１４ａを形成したものである。一方、フィルタ
ーワク１には滑車１４の溝１４ａに相対する位置にガイドレール５が配されており、この
ガイドレール５に滑車１４が噛合わされて、吸引ノズル３を支持する構造となっている。
【００２５】
　この実施の形態によれば、吸引ノズル３が ２に沿って移動するとき、
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吸引ノズル３の上端に設けた滑車１４がフィルターワク１に設けたガイドレール５に沿っ
て回転するため、ガイドレール５と吸引ノズル３間の摺動抵抗が低減され、吸引ノズル３
はさらに円滑に移動することができる。
【００２６】
　尚、上記滑車１４は、吸引ノズル３の可動方向に複数個設けてもかまわない。
【００２７】
　また、図５に示すように、フィルターワク１に設けたシャフト４を中空構造にすれば、
シャフト４の自重による撓みが軽減されるため、このシャフト４に支持されて移動する吸
引ノズル３は、 ２との隙間をより一層一定に保ちながら移動することが
できる。
【００２８】
　また、図６に示すように、吸引ノズル３のシャフト４が貫通している部分の近傍にリブ
１６を形成し、フィルターワク１のリブ１６に対向する部位に第２のガイドレール５ａを
設け、リブ１６を第２のガイドレール５ａで支持すると共に摺動可能に噛合せるようにす
れば、吸引ノズル３の自重を前記第２のガイドレール５ａが受け持つことになるため、吸
引ノズル３を支えているシャフト４の撓みが上記の例と同様軽減され、吸引ノズル３は、

２との隙間をより一定に保ちながら移動することができる。
【００２９】
　尚、上記リブ１６をフィルターワク１に、第２のガイドレール５ａを吸引ノズル３側に
設けても同様の効果を得ることができる。
【００３０】
　（実施の形態３）
　図７は、本発明の実施の形態３におけるフィルター装置の断面図である。なお上記実施
の形態と同一部分については同一符号を付してその説明を省略する。
【００３１】
　上記実施の形態では、吸引ノズル３を左右方向に移動させる手段として、駆動モータ１
１で回転駆動されるローラー９で移動するワイヤ１０を用いたが、本実施の形態では、ベ
ルト１７を用いるものである。ベルト１７はフィルターワク１の左右端に設けたローラー
９に環状に張架され、その一部が吸引ノズル３に連結されている。
【００３２】
　この実施の形態によれば、ベルト１７とローラー９との掛り代（接触面積）をワイヤー
１０の場合に較べ大きく取ることができるため、駆動モータ１１からの駆動力がスリップ
することなく吸引ノズル３に伝達され、吸引ノズル３を安定して移動させることができる
。
【００３３】
　（実施の形態４）
　図８は、本発明の実施の形態４における空気調和機の の取り付け部の
要部断面図である。
【００３４】
　なお上記実施の形態と同一部分については同一符号を付してその説明を省略する。
【００３５】
　上記実施の形態１、２、３では、吸引ノズル３を移動させる手段として、ローラー９を
介在させたが、本実施の形態では、図８に示すように、外周におねじを形成したシャフト
４の端部と駆動モーター１１とを連結し、前記吸引ノズル３のシャフト４が貫通する部分
に前記おねじにねじ嵌合するめねじを形成して、シャフト４と嵌合させて吸引ノズル３を
支持したものである。
【００３６】
　上記構成によれば、シャフト４と吸引ノズル３がねじ嵌合しているので、駆動モータ１
１でシャフト４を回転させることにより、吸引ノズル３を ２に沿って移
動させる事ができる。本実施の形態によれば、上記実施の形態で述べたワイヤー１０やベ
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ルト１７、それらを保持するローラー９などを無くすことができるとともに、その部分で
のロスが無いので、駆動モータ１１からの伝達力をさらに向上させることがでる。
【００３７】
　また、図９に示すように、上記実施の形態４におけるシャフト４の中心部を金属材料で
形成して、その表面に樹脂材料でおねじを成形するようにすれば、シャフト４の全体を金
属で形成するよりも軽量化が図られるので、シャフト４の自重による撓みも軽減でき、吸
引ノズル３の良好な駆動動作を得ることが可能となる。しかもシャフト４の表面のおねじ
を樹脂成形で形成できるので、製造時間が短縮され、安価に形成することができる。
【産業上の利用可能性】
【００３８】
　以上のように、本発明にかかる空気調和機は、 を外すことなく、

に付着した塵埃の吸引清掃を自動的に且つ良好に行うことができるので、各
種空調機器、送風機器、空気清浄機等に広く適用できるものである。
【図面の簡単な説明】
【００３９】
【図１】本発明の実施の形態１における空気調和機のフィルター取り付け部の斜視図
【図２】図１のＡ－Ａ断面図
【図３】（ａ）同空気調和機の吸引ノズルの側面図、（ｂ）同吸引ノズルの裏面図
【図４】本発明の実施の形態２における空気調和機のフィルター取り付け部の断面図（図
１のＡ－Ａ断面）
【図５】他の例を示す空気調和機のフィルター取り付け部の断面図（図１のＡ－Ａ断面）
【図６】さらに他の例を示す空気調和機のフィルター取り付け部の断面図（図１のＡ－Ａ
断面）
【図７】本発明の実施の形態３における空気調和機のフィルター取り付け部の断面図（図
１のＡ－Ａ断面）
【図８】本発明の実施の形態４における空気調和機のフィルター取り付け部の要部断面図
（図３のＢ－Ｂ断面）
【図９】他の例を示すフィルター取り付け部の要部断面図（図３のＢ－Ｂ断面）
【符号の説明】
【００４０】
　１　　フィルターワク
　２　　
　３　　吸引ノズル
　４　　シャフト
　５　　ガイドレール
　５ａ　第２のガイドレール
　６　　吸引ダクト
　７　　吸引装置
　８　　排気ダクト
　９　　ローラー
　１０　　ワイヤー
　１１　　駆動モータ
　１２　　吸引孔
　１４　　滑車
　１６　　リブ
　１７　　ベルト
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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